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・生活の向上に役立つ学力を身につけよう 

・人と自然を思いやる心を持とう 

・強い身体と正しい心で結び合おう 
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習慣が人生のすべてを決めている 

校長 小 林 一 博 

 

表題の言葉は、「人生を変える! 理想の自分になる! 超速! 習慣化」

という書籍の紹介文におけるフレーズです。一瞬、ドッキッとする言

葉ではありますが、じっくり噛みしめると実に物事の本質を捉えてい

ると思います。私たちの中には、「生まれ持った能力や資質の優劣

は、習慣とは関係ないのでは?」と思う人もいるかもしれません。この

本の中でも、『たしかに、学校に行けば「成績の違い」が生じます。

でも、それは生まれ持った能力の差では、ありません。単にコツコ

ツ、そのことを勉強する習慣がある子と、その習慣がない子がいるだ

けなのです。』と明確に指摘しています。 

確かに、自分事としてこれまでの経験を振り返れば、学習における

課題や様々な分野における資格等の獲得においても、実現できていな

いことは、「コツコツ欠如」に原因が行き着きます。 

筆者の主な主張を整理すると。 

 

◆学校の成績の違いは、能力ではなく習慣の差。  

◆生まれたばかりの赤ちゃんには 能力や資質の優劣はありません。  

◆勉強や何かを習得ができるかどうかは、「コツコツ勉強する習

慣」があるか、ないかの差であり「能力の差」ではない。 

 

 何だか勇気と希望がわいてきそうです。さらに、『習慣形成に年齢

制限はありません。習慣化は、誰でも、いつからでも始められます。

誰でも、いつからでも始められるのが習慣のよいところです。』 

さあ、まもなく冬季休業日を迎えます。そして暦も新しい年、令和

６年を迎えます。このタイミングを、「自分を変えるチャンス」と捉

えましょう。何かを始め実行するのか、しないのかが、習慣化へター

ニングポイントとなると思います。そして、勉強だけでなくてもいい

のです。整理整頓の習慣、挨拶の習慣、読書の習慣など、来る一年

に、何か一つ「よき習慣」を身につけたいものです。 

最後となりましたが、早いもので、令和５年も残り１０日あまりと

なりました。いわゆる二学期を終えるにあたり、保護者の皆様には、ポストコロナにおけるリスタートを進める学校運営に際しまし

て、ご理解とご協力を賜りましたことに心より感謝申し上げます。特に、PTA の事業への参加協力をはじめ、地域の協力を得ながら進

化し続ける「総合的な学習の時間」および数多くの教育活動の深化・発展に全面的なご支援をいただきましたことに改めて御礼申し上

げます。 

どうぞ、ご家族皆様でよいお年お迎えください。来たる新年もよろしくお願いいたします。 

 



＜教育実践表彰＞ 

12 月 4 日（月）に「公務員弘済会

教育実践表論文」の表彰を受けまし

た。「総合的な学習の時間」で、地域

資源や人材を活用した「弟子屈再発

見」の学習について、校長先生が論文にまとめました。地域

おこし協力隊やえこまち推進協議会の方々のご指導を受け

て体験的な学習に取り組んできた弟中生のがんばりが評価

され、今回の表彰となりました。 

 

＜3年生租税教室＞ 

12月 5日（火）に、3年生の社会「公

民」の授業で、「租税教室」が行われまし

た。財務省北海道財務局釧路財務事務所

から 4名の方にご来校いただき、税金に

ついて学習しました。 

「日本の税や財政について興味を持

ち、自分事として考えること」を目標に、

国の予算や税の制度について説明を受

けた後、グループごとに「国家予算」を

立て、「何にどのくらいの予算をつける

のか」、「なぜ予算をつけるのか」などを話し合いました。 

 

＜学校教育指導訪問＞ 

12 月 6 日（水）に「学校教育指導

訪問」があり、2年生の研究授業を行

いました。先生方がよりよい授業作り

をするために、授業参観の後、北海道

教育大学附属釧路義務教育学校後期

課程から 2名の共同研究者を招き、研

究討議を行い、北海道教育庁釧路教育

局義務教育指導班主査から助言をい

ただきました。 

積極的に学習に取り組む 2年生の姿は大変立派でしたし、

先生方もとてもよい勉強になりました。生徒とともに成長で

きる先生であるように、授業改善は続きます。 

 

＜3年生ふるさと陶芸体験＞ 

12月 11日（月）に、3年生の総合的

な学習の時間の一環として「ふるさと

陶芸体験」が行われました。川湯の多夢

窯の平出隆子さんを講師にお迎えし、

多目的カップを作りました。それぞれ

個性的で世界にひとつしない素敵なカ

ップとなりました。作品は、窯で焼い

て完成後、公民館に展示されますので、

是非、ご覧ください。 

 

＜町防犯協会からいただきました＞ 

12月 19日（火）に、弟子屈町

防犯協会から、防犯啓発品の LED

懐中電灯キーホルダーをいただき

ました。暗くなるのが早いこの時

期には、とても便利です。防犯協

会の方々は、町民が安心・安全に暮らせるように様々な活

動をしています。是非、下校時に使って、安全に帰宅して

ください。 

 

＜全道大会出場表敬訪問＞ 

12 月 19 日（火）に、冬休み中に行われる全道大会に出

場するソフトテニス部とフィギュアスケートの選手が、岩

原教育長を訪れ、全道大会での活躍を誓いました。岩原教

育長から「練習の成果をしっかり発揮して、町民のみなさ

んを元気づけてください」と激励を受けました。 

＜ソフトテニス部：木村柊太・鈴木哲平ペア＞ 

12月 23日～24日：札幌市 

全道中学生インドアソフトテニス選手権大会 

1月 9日～10日：新篠津村 

全道中学生シングルスソフトテニス選手権大会 

＜フィギュアスケート：在津咲幸＞ 

1月 6日～7日：札幌市 

全道中体連フィギュアスケート大会 

 

＜赤い羽根共同募金＞ 

生徒会役員が、朝、生徒玄関前に

立ち、赤い羽根共同募金への協力

を呼びかけました。毎年、ボラン 

ティア活動の一環として取り組

んでいます。今年度も、たくさんのご協力をいただきまし

た。 

12 月 22 日（金）に、弟子屈町社会福祉協議会に届けら

れ、有効に使っていただくことになっています。 

 

＜学校閉庁日のお知らせ＞ 

弟子屈町教育委員会では、12月 29日（金）～1月 3日

（水）を「学校閉庁日」とし、中学校での電話はつながりま

せん。ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

緊急の連絡がある場合につきましては、 

 

弟子屈町教育委員会（482-2945） 

 

までご連絡いただきますようお願いいたします。 


